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するが，0．3秒までは大差なく，臨床的にも十分

供されると判断した．臨床例でも，秒1駒，秒2

駒，秒3駒までは満足できる像をうることができ

た．

　結論として，これらの基礎実験および臨床例か

ら秒3駒程度までは撮像可能で，小児や頻脈の症

例にも利用できると思われる．さらに撮像時間を

1秒ないし2秒とすれば，RI投与量を減少する

ことができ，被検者の内部被曝線量も軽減可能で

あると考えられる．

の分散はサンプリング間隔によらずほぼ一定であ

る，（3）各パラメータの推定の信頼性を向上させ

るには観測時間の増加をはかる必要がある，が得

られた．また，数え落としのない場合と同様の傾

向（1）～（3）を示したが，とくに，指数関数のパラ

メータ値の大きなものほど分散が大きくなること

が示された．この意味で，臨床上，カウント数が

小さい場合には，数え落としの影響は最適サンプ

リング間隔に大きく影響しないことが，また各パ

ラメータの分散を小さくするにはサンプル数を増

加させればよいと考えられる．

22．RI　dynamic　stUdyにおける最適サンプリング

　　条件設定に関する検討
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　各種臓器機能や循環動態の解析法としてとRI

トレーサ動態曲線にコンパートメント・アナリシ

スを適用する方法が汎用されている．そこで，ト

レーサ動態曲線が表わす指数関数y（t）＝Z］Aie’“dit

の同定に最適なサンプリング条件についてFisher

の情報量およびCram6r－Raoの不等式を用いて検

討を行ないすでに報告してきた（第16回本学会総

会）．今回は，RI　dynamic　studyにおいて，時間

に関するシステムの特性として問題となる数え落

としの現象を考慮した上でサンプリング条件設定

について検討した．数え落としの現象に関しては，

サンプリング間隔に対し，マスキング間隔τ一〇．01

と設定した．テスト関数y＝20e－°’°5t＋50e－o’2t

を用いて数値実験を行ない比較した結果，（1）サ

ンプル数に応じて最適サンプリング間隔が存在す

る，（2）観測時間を一定にすれば，各パラメータ

23．1231による甲状腺シンチグラムの診断におけ

　　る有用性
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　昭和50年7月から現在まで，各種甲状腺疾患

約600例に1231を使用したので，その診断におけ

る有用性について報告した．

　1231ヵプセルは日本メジフィジックス社製のも

ので，1231は93％以上で純度の高いものである・

最初は100　luci投与で24時間後に摂取率測定と3

インチスキャナーでシンチグラムを撮っていたが，

半減期が短いため特に摂取率の低い症例では良い

シンチグラムが得られなかった．その後，投与量

を200　ttCiに増量しシンチグラムもピンホールコ

リメータ使用のシンチカメラで撮ることで摂取率

が5％以上の症例ではまず満足できるイメージを

得ることができると考える．シンチカメラ使用に

より多方向撮影，拡大撮影が容易でスキャナーに

よる像より情報量が多くなる．

　また，短半減期，被曝量軽減も見込まれ，小児

への投与，反復投与も可能で，舌根部，舌下部等

の異所性甲状腺の検索にも有利である．

　さらに甲状腺癌の頸部リンパ節，肺への転移例
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でわれわれは1231，4mCi投与し病巣が鮮明に描

出された，一般に転移巣の検出にはその性状にも

よるが1311を大量投与しなければならないことが

多いとされているが，この場合1311を使用すれば

外来ででも検査が行なえる可能性が考えられる．

24．201TICIの甲状腺疾患への応用
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　心筋スキャン用製剤201TICIは腫瘍病巣だけで

なく，正常甲状腺組織にも取り込みが見られる．

そこで，各種甲状腺疾患にNa1311，99mTcO、一，2°ITIC1

を併用し，2°1TIC1の甲状腺imaging　agentとして

の価値を比較検討した．2°1TICIの甲状腺におけ

る放射活性値の変動は注入と同時に速やかに立ち

上がり漸次減少していく．一方，99mTcO、一のそれ

は症例によっては集積を示すものと減衰していく

ものとがある．したがって，201TIClと99mTcO4一

は静注後より25分までの経時的変動をレコーダ

ーに描記させ，5分値に対する20分値の消失率

ならびに集積率を求めて1311－24時間摂取率と比

較した．1311一摂取率と2°1T1の相関係数は0．77で

危険率く0．005で有意であり，1311一摂取率の高い

ものは201T1の消失が著しく，これはBasedow氏

病の治療効果の判定に有用である．

　さらに，三核種によるimagingでは，三核種と

も欠損像として描画された場合は甲状腺嚢腫，

1311と99mTcO、一が同様の欠損像で2°1T1の集積の

場合は慢性甲状腺炎か良性甲状腺腫．1311の欠損

像より99mTcO4一の欠損像が大きく描画され，2°1T1

の集積をみる場合は濾胞状腺癌．1311で腫大を伴

った欠損部に2°1T1と99mTcO、’の集積をみた時は

濾胞状腺腫との結果が得られた．以上のごとく，

2°iTICIは甲状腺疾患の診断に応用でき，しかも1311，

99mTcO、一との多核種同時測定により甲状腺疾患の

質的診断が可能であると考えられる．今後さらに

症例を加えて検討を試みる．

25・新しい甲状腺imaging　agentとしての201Tl

　　の応用とその評価
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　2°1T1は現在，心筋imaging　agentとして広く利

用されている．私達は，甲状腺機能充進症の治療

中併発した狭心症患者の心筋スキャンを2°ITIを

用い施行したところ，早期に強い取り込みが甲状

腺で認められることを見い出した。そこで，各種

甲状腺疾患計21例につき2°1Tlの甲状腺摂取を検

討した．結果は，バセドウ病，プランマー病，原

発生甲状腺機能低下症，潜在性甲状腺機能低下症，

慢性甲状腺炎，臨床的に腺腫が疑われる結節性甲

状腺癌，癌が疑われる結節性甲状腺腫，転移性甲状

腺腫が疑われる結節性甲状腺癌で，0．26～2．06％

の甲状腺摂取が認められた．これに対し，続発性

甲状腺機能低下症や回復期の亜急性甲状腺炎では

0．14，0．17％であった．一方甲状腺腫および甲状

腺機能異常を併わない患者4例では0．14土0．05％

であった．甲状腺2°1T1摂取率は特に疾患別や甲

状腺機能とは一定の傾向を示さず，Allenの式で

求められた甲状腺重量とはr＝0．96（p〈0．001）と良

好な相関関係が認められた．原発性甲状腺機能低

下症で補償療法前後で甲状腺2°1T1摂取率を比較

したところ，前値が1．10％であったのに対し，

後値が0．26％であった．しかし，これは甲状腺

腫が縮小しており，TSHの関連というより甲状

腺腫の縮小によると思われる．以上の成績から

2°1T1は甲状腺imaging　agentとして臨床応用可能

であるが，すでに知られている核種に比べ特にす

ぐれた核種とはいえない．腫瘍診断剤としての
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